










胎児低酸素症は,胎児に種々の障害をもたらし,高度の場合には胎児死亡が起こる。軽症～

中等症では,各種の機能的乃至器質的障害が胎児新生児に起こり,出生時の重症新生児仮死

や,それに起因する種々の新生児罹病を発生する。さらに児の発育後には神経系発育に障害

をきたすことがありうる。このため,胎児に低酸素症を発生しないように産科処置に留意し,

ハイリスク妊娠では母体疾患や産科疾患を十分治療して,予防につとめるのであるが,胎児

低酸素症発生時には,胎児心拍数が鋭敏に反応して異常所見が現われるので,これを早く発

見して適宜処置を行うようにしている。 


